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○　事業所名　　
株式会社　二瓶商店　白沢工場

○　代表者　　
代表取締役　二瓶　浩幸

○　所在地　　　
〒９６９－１２０５　福島県本宮市和田字関宿１０－１

              ＴＥＬ/ＦＡＸ　０２４３－６４－２４４４/０２４３－６４－２４４５

○　稼働月日　　　　
平成１９年　４月　１日

○　敷地面積　　
２５，４００㎡

○　延床面積　
４，５１１．３１㎡

○　事業内容
一般廃棄物処理業（プラスチック製容器包装再生処理事業）
産業廃棄物処分業（破砕・圧縮・溶融）

平成１９年　４月　　　　：プラスチック製容器包装リサイクル業、稼働開始

平成２１年１１月　　　　：一般廃棄物処理施設設置許可取得

平成２１年１１月　　　　：一般廃棄物処分業許可取得

平成２２年　６月　　　　：ＩＳＯ１４００１認証取得

平成２３年　３月　　　　：東日本大震災により被災、以降休止

平成２３年　３月　　　　：一般廃棄物処理施設設置変更許可申請取得

平成２３年　３月　　　　：一般廃棄物処分業変更許可申請取得

平成２４年　４月　　　　：プラスチック製容器包装リサイクル業、再稼働

平成２５年　４月　　　　：一般廃棄物処理業許可更新

平成２５年　９月　　　　：ＩＳＯ９００１認証取得

平成２６年　７月　　　　：産業廃棄物処分業許可取得（破砕・圧縮・溶融）

―　１　―

１章　事業概要

会社概要 

沿革 

株式会社 二瓶商店 白沢工場 



　　　　　一般廃棄物処理施設設置許可

施設の種類：ごみ処理施設（破砕施設：前処理・後処理としての
選別工程、後処理としての圧縮工程を含む）
処理する一般廃棄物の種類：可燃ごみ（プラスチック製容器包装）

容器包装リサイクル事業は市町村から一般廃棄物の処理委託を受けた
指定法人、公益財団法人日本容器包装リサイクル協会との契約により
事業を行っております。

　　　　　一般廃棄物処理業許可（処分業）

　　　　　　　産業廃棄物処分業許可

安達地方広域行政組合

第２０５号

ごみ処理施設（破砕施設）
プラスチック製容器包装

福島県本宮市和田字関宿１０番地１
株式会社二瓶商店白沢工場に限る

平成２７年　４月　１日から
平成２９年　３月３１日まで

　１．許可する業種の種類

　２．許　可　番　号

　３．　　区　　　　　　　　分

　４．許　可　期　間

15.0ｔ/日　（24時間）　　 0.625ｔ/時間

―　２　―

施設の種類及び
処理する一般廃
棄物の種類

処理能力

平成24年3月26日

産業廃棄物の中間処理施設

産業廃棄物
処理業者

株式会社　二瓶商店
許可番号

第00720007813号

中間処理
施設の種類

廃プラスチック類の破砕施設 北辰Ｐ第26号

産業廃棄物
の種類

廃プラスチック類

設置場所 福島県本宮市和田字関宿１０－１

処理能力 １５ｔ/日（２４時間）　　〔０．６２５ｔ/時間〕

許可の条件 なし

許可の年月日 許可番号
福島県

北振一般Ｐ第８号

取得許可 



許可の年月日
許可の有効年月日

　　　ＩＳＯ１４００１　環境マネジメント認証

　　　　認証取得年月：平成２２年６月
　　　　有効期限年月：平成３０年２月

　　　　認証番号：ＥＣ０５Ｊ０３３８

　　　ＩＳＯ９００１　品質マネジメント認証

　　　　認証取得年月：平成２５年９月
　　　　有効期限年月：平成２８年９月

　　　　認証番号：ＱＣ１３Ｊ００２３

産業廃棄物の中間処理施設

産業廃棄物
処理業者

株式会社　二瓶商店
許可番号

第00720007813号

中間処理
施設の種類

産業廃棄物の圧縮施設 北辰Ｐ第27号

平成31年7月15日

0.08ｔ/時間

平成26年7月16日

26年12月1日、2日　更新審査

27年7月23日　2年次ｻｰﾍﾞｲﾗﾝｽ（維持審査）

産業廃棄物
の種類

廃プラスチック類、紙くず

処理能力 19.2ｔ/日　（24時間）　　 0.8ｔ/時間

産業廃棄物の中間処理施設

産業廃棄物
処理業者

株式会社　二瓶商店
許可番号

第00720007813号

―　３　―

中間処理
施設の種類

廃プラスチック類の溶融施設 北辰Ｐ第28号

産業廃棄物
の種類

廃プラスチック類

処理能力 1.92ｔ/日　（24時間）　　

Ｉ Ｓ Ｏ 



　　　　　　○　一般家庭から出されたプラスチック製容器包装（区分：その他プラ）のリサイクル事業

・解砕機　
・手選別

指定自冶体より ・小袋破袋機
原料を受入れ ・光学選別機

　　により原料を選別します。

　・粉砕機
　・洗浄脱水機 これらの工程を経て
　・比重選別機 材料を細かく、きれいに
　・脱水機 します。
　・乾燥機

その後材料は熱処理され
左のペレット（粒状）にし
プラスチックの原料に生まれ

変わります。

　また発砲スチロールも熱処理をし

　　プラスチックの原料に生まれ

変わります。

年度 落札量（ｔ） 引　取　先　件　数

20 1,330 阿賀野市早東商店ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ、鹿沼市環境ｸﾘｰﾝｾﾝﾝﾀｰ、柏市ﾌﾟﾗｽﾁｯｸごみ圧縮保管施設

22 716 安達地方広域行政組合、富久山クリーンセンター
23 休止 東日本大震災より被災
24 1,883 安達地方広域行政組合、会津若松地方広域市町村圏整備組合、須賀川地方保健環境組合
25 930 安達地方広域行政組合、伊達地方衛生処理組合
26 1,180 安達地方広域行政組合、会津若松地方広域市町村圏整備組合

21

―　４　―

これまでの実績

19

２章　事業活動

1,200

1,020

安達地方広域行政組合、伊達地方衛生処理組合、石川地方生活環境施設組合、双葉地方
広域市町村圏組合

安達地方広域行政組合、伊達地方衛生処理組合、石川地方生活環境施設組合、双葉地方
広域市町村圏組合

事業内容 

リサイクル工程 



　容器包装リサイクル法（「容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律」）は、
家庭から出るゴミの約６割（容積比）を占める容器包装廃棄物のリサイクル制度を構築する事に
より、一般廃棄物の減量と再生資源の十分な利用等を通じて、資源の有効活用の確保を図る
目的で制定された法律です。
　～『容リ法』制度の背景と意義、公益財団法人　日本容器包装リサイクル協会より抜粋～

容器包装リサイクル法では、特定事業者※１と呼ばれる容器包装の製造事業者と利用事業者が
容器包装をリサイクルする義務を負っています。

特定事業者は、義務を履行するにあたり、自社でリサイクルを行う以外に指定法人
日本容器包装リサイクル協会※２へ再商品化費用を支払いリサイクルを委託する事ができます。

指定法人は、自冶体から排出される容器包装廃棄物の処理を容器包装リサイクル法に則って
契約した再生事業者※３に委託し、特定事業者の義務の履行を補助します。

―　５　―

容器包装プラスチックリサイクルの流れ 

容器包装プラスチックのリサイクルとは？！ 

※１ 

※２ 

※３ 

当社事業範囲 



３章　環境活動

―　６　―

環境管理体制図 

トップマネジメント     
代表取締役  

本 社           郡山工場        白沢工場         

主任監査員・監査員
（社長が任命） 

環境事務局       

環境管理責任者      
取締役副社長 

配車センター      

実行組織 



　　　　　株式会社二瓶商店は、地球環境の保全が人類共通の最重要課題の一つであること
　　　　を認識し、「自然環境の保全に努め、環境配慮した、よりよい企業活動を行う」ことを
　　　　基本理念とする。

　　　　　当社は、この基本理念を全社員等で認識し、以下の方針に基づき、一般廃棄物、
　　　　産業廃棄物の収集運搬、産業廃棄物処理、リサイクル業者としての立場から、環境
　　　　保全を積極的に推進する。

　　　　１．　当社の環境影響評価に基づき、環境目的、目標を定めて、環境保全活動を実施し
　　　　　　環境負荷の低減を図ると共に、環境マネジメントシステムの継続的改善及び環境
　　　　　　汚染の防止を図る。

　　　　２．　環境側面関連法令、条例及びその他当社が受入れを決めた要求事項を順守する。

　　　　３．　当社の事業活動、製品・サービスに係わる環境側面について環境負荷の低減に配慮し、
　　　　　　以下の項目を重点項目として取り組む。

　　　　（ⅰ）　廃棄物の的確な分別と再資源化の拡大を推進し、最終処分廃棄物の削減に
　　　　　　　取り組む

　　　　（ⅱ）　廃棄物の処理に関する作業や重機、車両の効率的運用を図ることによって、
　　　　　　　ＣＯ2削減（電力、燃料等エネルギー使用の効率化）に取り組むとともに、大気汚染等の
　　　　　　　環境負荷を抑制する。

　　　　（ⅲ）　焼却炉の保守・管理を徹底して行うとともに自主基準を設け、ばい煙の排出を
　　　　　　　自主基準値内に抑え、維持する。

　　　　４．　会社一丸となった環境保全活動を推進し、取引先等への指導・支援を行うとともに、
　　　　　　地域社会との協調連帯を図る。

　　　　５．　環境方針の達成ため、この方針を当社の全社員等に周知すると共に、社外から
　　　　　　の要求に応じて開示する。

平成２２年　４月　１日

株式会社　二瓶商店

代表取締役　二瓶浩幸

―　７　―

ＩＳＯ１４００１ 環境方針 



　　　　　　　　　当社は、質の高い生産品の提供を通じて、経済活動の活性化に貢献する。
　　　　　　　　また、顧客要求事項を満たし、法令・規制要求事項への順守を通じて、顧客満足
　　　　　　　　の向上を目指す。

　　１．品質マネジメントシステムの有効性を継続的に改善する。

　　２．方針を達成するために、具体的な品質目標を設定し、レビューする。

　　　（ⅰ）顧客満足の向上

　　　（ⅱ）生産品の質の向上

　　　（ⅲ）事故、トラブルの撲滅

　　３．品質方針は事業所内に掲示し、社員等に確実に周知する。

　　４．本方針並びに品質マネジメントシステムの適切性を維持するため、定期的にレビューする。

平成２５年　４月　１日

株式会社　二瓶商店

代表取締役　二瓶浩幸

―　８　―

ＩＳＯ９００１ 品質方針 



　環境関連法令等登録一覧表に基づき毎年チェックを

行っています。これまで、違反や行政指導などはありま

せん。また、水質については自主的に日々測定を行い、

環境汚染の予防に努めています。

騒音・振動については定期的に測定を行っています。

※　振動・騒音データに関しましては
　　　平成２５年度のものです。

時間 天候 風向
14:00 晴れ 西南西

No.1 南側 １３時台
No.2 南西側 １３時台
No.3 西側 １４時台
No.4 北側 １４時台

No.1 南側 １３時台
No.2 南西側 １３時台
No.3 西側 １４時台
No.4 北側 １４時台

　N

気象条件

騒　　音

振　　動

―　９　―

測量方法
昭和４３年厚生省・農林水産省・通産省・運輸省告示第１号

JIS Z ８７３１

６０ｄＢ以下

敷地境界
50 敷地境界
55 敷地境界
48 敷地境界

測量方法
JIS Z ８７３５

昭和５１年環境庁告示第９０号
※30dB未満の値は３０dB未満という表現となる。

騒音レベルdB（Ａ） 特記事項

測定結果 基準値 内容

２５未満 敷地境界
２５未満 敷地境界
２５未満 敷地境界

６５ｄＢ以下

敷地境界

25 45 2.3

測定日：平成２５年５月１５日
気温（℃） 湿度（％） 風速（ｍ/ｓ）

振動レベルdB（Ａ） 特記事項

測定結果 基準値 内容

31

47

No.2 No.1 

No.3 

No.4 

測定場

測量の対象 

測定場

測量の対象 

環境負荷データ 

環境関連法令等

の順守 



（26.4.1～26.9.30）

項　　目 単　　位 目標値 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 累積値

ＣＯ２排出量 kg-ＣＯ２ 1291.0 1348.90 998.80 847.60 865.60 889.00 936.1 824.98

前年比 ％ ― 137% 103% 90% 88% 82% 91% 99%

ＣＯ２排出量 kg-ＣＯ２ 98.1 125.60 35.00 62.90 71.00 67.40 78.6 60.32

前年比 ％ ― 210% 42% 110% 105% 180% 98% 124%

排水量 ㎥ 450以下 353 370 493 447 336 345 333

前年比 ％ ― 116% 96% 120% 101% 87% 86% 101%

上水使用量 ㎥ 70以下 37

前年比 ％ ― 91%

再資源化率 ％ 45％以上 45 45 48 47 47 46 46

前年比 ％ ― 104% 95% 102% 117% 102% 102% 104%

廃棄物発生率 ％ 57％以下 51 58 54 54 54 56 55

前年比 ％ ― 96% 107% 103% 103% 103% 96.0% 101%

一般廃棄物
排出量 kg 20kg以下 20 10 10 20 10 20 15

前年比 ％ ― 133% 100% 100% 80% 50% 100% 94%

資源回収量 kg ― 283.0 117.0 108.0 146.0 24.0 84.0 762.0

騒音・振動の発生 件（苦情の有無） 0 0 0 0 0 0 0 0

悪臭の発生 件（苦情の有無） 0 0 0 0 0 0 0 0

地域貢献活動 回 1回/月 1 1 1 1 1 1 6

項　　目 単　　位 基準値 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 累積値

ｐＨ 5.8～8.6 7.9 8.0 8.0 8.1 7.7 7.3 7.8

ＢＯＤ mg/ℓ 25mg/ℓ以下 1.6 1.2 0.5未満 0.9 1.4 0.5未満 1.2

ＳＳ mg/ℓ 70mg/ℓ以下 20.0 1未満 5.0 2.0 29.0 11.0 11.3

ｎ-ヘキサン
抽出物 mg/ℓ 10mg/ℓ以下 1未満 1未満 1未満 1未満 1未満 1未満 1

【放流水水質データ】

平成２６年度上期

kwh/ｔ（製
品製造量）

【環境負荷データ】

電力使用量

―　１０　―

― 2662.48

燃料使用量
ℓ/ｔ（製品
製造量）

― 53.39 13.48

1783.60

69 41 39

116% 75% 82%

24.20 27.32 26.39 30.23

※1未満は、1とする

24.13

1546.161513.53 1795.84 1521.51 1671.54



（26.10.1～27.3.31）

項　　目 単　　位 目標値 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年度実績

ＣＯ２排出量 kg-ＣＯ２ 1291.0 897.9 1047.9 971.6 1144.0 1151.0 1176.0 1022.9

前年比 ％ ― 83% 89% 85% 101% 87% 97% 94%

ＣＯ２排出量 kg-ＣＯ２ 98.10 80.9 95.0 83.0 128.2 94.6 80.5 83.56

前年比 ％ ― 115% 110% 88% 196% 136% 108% 119%

排水量 ㎥ 780以下 460 349 359 269 223 447 371

前年比 ％ ― 110% 126% 105% 108% 136% 128% 108%

上水使用量 ㎥ 70以下 44

前年比 ％ ― 83%

再資源化率 ％ 45％以上 46 43 49 44 45 49 46

前年比 ％ ― 95% 97% 104% 89% 93% 102% 100%

廃棄物発生率 ％ 57％以下 54 54 56 57 52 60 55

前年比 ％ ― 105% 88% 109% 98% 85% 111% 100%

一般廃棄物
排出量 kg 15kg以下 10 10 20 10 20 20 15

前年比 ％ ― 66% 66% 100% 100% 200% 133% 100%

資源回収量 kg ― 141.0 216.0 156.0 199.0 92.0 90.0 1656

騒音・振動
の発生

件（苦情の有無） 0 0 0 0 0 0 0 0

悪臭の発生 件（苦情の有無） 0 0 0 0 0 0 0 0

地域貢献活動 回 1回/月 1 1 1 1 1 1 12

項　　目 単　　位 基準値 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年度実績

ｐＨ 5.8～8.6 7.3 8.2 8.0 8.0 7.9 7.9 7.9

ＢＯＤ mg/ℓ 25mg/ℓ以下 0.5未満 1.9 3.5 2.3 2.9 1.6 1.7

ＳＳ mg/ℓ 70mg/ℓ以下 17.0 20.0 8.0 26.0 1未満 2.0 11.8

ｎ-ヘキサン
抽出物 mg/ℓ 10mg/ℓ以下 1未満 1未満 1未満 1未満 1未満 1.3 1

1846.8

燃料使用量
ℓ/ｔ（製品
製造量）

― 31.12 36.52 37.64 49.32 36.38 30.95 33.08

37

【放流水水質データ】

平成２６年度下期

電力使用量
kwh/ｔ（製
品製造量）

―

88%

37 42

―　１１　―

※1未満は、1とする

80% 60%

1603.47 1871.36 1538.64 2042.92 2055.48 2100.83



　　　地域の清掃活動前日、美化活動の協力として
　　全員で周辺のゴミ拾いを行いました。
　　　わずかな時間と人員でしたが効率良く作業がで
　　きました。うつくしい景観・町を維持し、後世に残す
　　ためには欠かせない活動です。

地域の青少年育成会　様
　工場一室において、約１時間半にわたりリサイクルの必要性や環境への影響、製品の説明、
　リサイクル工程説明、ＤＶＤ鑑賞などの環境・リサイクル教室を開催しました。
　実際に破砕、洗浄したフラフやペレットを手にした子どもたちは興味津々の様子でした。
　また、場内においては、リサイクルの工程を説明を交え案内しました。
　事業者の私たちもよい経験になりました。

―　１２　―

地域貢献活動 



　　　　　　　　　毎朝仕事開始前の朝礼では当月の作業上での危険ポイントと週間の危険ポイント、
　　　　　　　　当日の作業内容を読み上げ、作業者全員へ周知しています。

　　　　　　　　　　　　都度、教育訓練、ミーティングを開きコミュニケーション取りながら、
　　　　　　　　　　　　より良い品質と環境作りに励んでいます。

　　　　　毎年９月、防災月間に合わせ、緊急事態対応
　　　　訓練を実施しています。
　　　　　今後も万一に備え、慌てることのないよう訓練
　　　　を継続して行きます。

―　１３　―

環境教育・訓練 

緊急時対応訓練 


